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ル・マンの歴史とポルシェ

ル・マン24時間の名物でもあったル・マン式スタートが実施されるのは第3回大会から。コース
サイドに進行方向に斜めに並べられた車両に対し、コースをはさんで反対側に立つドライバーが
合図とともに駆け寄りスタートするこの方法は、その後世界中の耐久レースで採用されるように
なった。しかし、シートベルトをせずにスタートするドライバーが現れ、危険と判断されること
となり、1969年を最後に国際レース規定から廃止されている。  
 

図1･1 ル・マン伝統のスタート方式 この1969年を最後に現在のローリングスタートに変更された。

 
 

1968年には車両規定が大きく変わり、ワークス・フォードは不参加、フェラーリも撤退した。
代わってポルシェ、アルピーヌ・ルノーが総合優勝目指して3リッタープロトを送り込んだ。しか
し優勝はJWオートモーティブ・エンジニアリングがエントリーしたフォードGT40がさらっていっ
た。この年、ヘリコプター用タービンエンジンを搭載したホーネットTXが2台参戦し注目された
が、ともにリタイアに終わっている。



特徴的なフロントカウル、そしてV12エンジン

図2･1 モノコック一体のフロントカウルに注目。メカニックはこのようにホイルアーチから中をチェックする。

 
 
いくつかの異なるボディ形状が与えられたことで知られる917は、そのエンジン形式もまたユニ

ークなもの。ドライバーの背後に搭載された空冷12気筒エンジンは、そのクランクシャフトの構
造から水平対向ではなく180度V型エンジンに分類されている。当初このエンジンは4.5リッターの
総排気量から520PSの最高出力を絞り出し更にパワーアップしていく。



スペースフレーム、そしてFRPボディ

図3･1 リアセクションの整備を受けるショートテール型ボディ、空冷式V12気筒エンジンの大きな冷却ファンが見える。

 
 
ボディ構成はアルミニウム製チューブラーフレームとFRP製ボディという組み合わせで、さら

にボディ形状はサーキットのレイアウトに合わせて、いくつかの仕様が用意されていた。強力な



ダウンフォースを得てコーナリングスピードを高める必要があるテクニカルコースでは「ショー
トテール」ボディで、逆に最高速度が重視される高速サーキットでは「ロングテール」ボディで
参戦している。



No.22 917ショートテール 

図4･1 24時間レース終盤トップを独走する22号車。平均時速222km/h、走行距離5,335kmの記録はその後も長く塗り替
えられることはなかった。

 
 
1971年シーズンも前年と同様に917が圧倒的な強さを発揮し、10戦中8勝を挙げたポルシェは再び
メーカー選手権タイトルを獲得、ル・マン24時間レースでもジィズ・ヴァン・レネップ／ヘルム
ート・マルコ組が優勝するとともに、平均時速222km/h、走行距離5,335kmという最高記録を打ち
立てる。  
 
彼らの917ショートテールの特徴は、その派手な「シャークフィン」に加え、マグネシウム製チュ
ーブラーフレームを採用したことにあった。



No.21 917ロングテール

図5･1 1971年ル・マンのスターティンググリッドに並ぶ歴史的な３台のポルシェ917。手前の21号車はユーノディエー
ルでル・マン史上最高速度を記録した。

 
 
また917ロングテールも記録を塗り変えている。ミュルサンヌ・ストレートにおいてゼッケン21

番の917ロングテールが最高速度387km/hをマークした。この年のル・マンでは、もう1台の917、
917/20も大きな注目を集めることとなる。ショートテールとロングテールボディの両方の特質が
与えられたこの車は、その特徴的な幅広のプロポーションとピンクのボディカラーにより「ピッ
グ」というニックネームを与えられた。この車はレース半ばでリタイアしたが、その特徴的なボ
ディカラーリングによってポルシェ史上もっとも有名なマシンの1台となって記憶され、今日モデ
ルカーとしても人気アイテムの一つである。



ポルシェ917誕生から48年

図6･1 ポルシェミュージアムに展示される歴史的名車/ポルシェ917K 22号車 1971年 ル・マン優勝車

 
ポルシェAG（本社：ドイツ、シュトゥットガルト 社長：Dr.ヴェンデリン・ヴィーデキング）

は、今から48年前の1969年3月13日、ジュネーブモーターショーにおいてポルシェ917を発表す
る。現代の基準からみても決して色褪せることのない、当時のモータージャーナリストから「ス
ーパースポーツカー」と形容された917は、史上最速、最強、且つもっとも成功したレーシングカ
ーの1台として伝説を作り上げていく。



ワークスフェラーリとの対決

1970年代のル・マン24時間はビッグスポーツカーによるポルシェ対フェラーリの対決で幕を開
けた。同時にそれまで少数派だったGTカーが再び全参加台数の半数を占めるようになる。  
 

図7･1 ル・マン24時間レースにおいてポルシェに初優勝をもたらした917K。写真は映画「栄光のルマン」でもお馴染み
のガルフチームエントリーの1台。

 
 
この年、1970年はポルシェ917Kが初優勝した。1951年に1,086ccの356で初参加したポルシェが

ついにル・マンを制したのである。この年は出走51台中完走わずか7台。13.7%という史上最も低
い完走率だった。因みに最も完走率が高かったのは第1回大会の33台中30台、実に90.9%という完
走率だった。



圧勝した1971年のル・マン

図8･1 ル・マンを初制覇した1971年、優勝はポルシェ917Kそしてこの21号車917LHは最高速度記録を樹立している。

 
 

1970年につづき翌71年もフェラーリ512Mの挑戦を退けたポルシェ917が圧勝する。H.マルコ／
G.バン・レネップのポルシェ917Kが平均時速222.304km/h で5,335.313kmを走破。スピードを落と
すためのコース改修もあり、この記録は実に39年後の2010年まで破られることはなかった。



917開発プロジェクト

ポルシェは1968年に917の開発プロジェクトをスタートさせた。フェルディナンド・ピエヒの指
揮によりポルシェ917（Porsche 917 ）はプロトタイプレーシングカーのFIA国際メーカー選手権の
グループ4（スポーツカークラス）に合わせてわずか10ヶ月で開発され、ホモロゲーションの取得
に必要な25台が1969年4月までに完成し、ポルシェ917は同年からレースに出場する。 
 

図9･1 ポルシェ917（Porsche 917 ）はホモロゲーション取得のためクローズドボディの25台が生産され140,000ドイツ
マルクで市販された。

 





図9･2 ポルシェ917初期型のクーペタイプショートテール、1969年日本グランプリにも出場した。

 
 
シーズン最初の3レースではトラブルのためリタイアを喫したが、1969年8月のオーストリア
1000kmレースでジョー・シファート／クルト・アーレンス組が挙げた初勝利から917のサクセス
ストーリーは幕を開けることになる。  
 

1969年10月10日 富士スピートウェイで開催された日本グランプリにもシファートはタキ・レ
ーシングチームから参戦している。



ポルシェ・ミュージアムに展示される実車

今日に至るまで、917は伝説的な名声を得ている。イギリスの有名専門誌「モータースポーツ」
の企画により、世界のモータースポーツの専門家50人が「歴史上もっとも偉大なレーシングカ
ー」に917を選んだのも当然のことかもしれない。ポルシェ917の総生産台数は65台で、このうち
ショートテールおよびロングテールクーペが44台、PAスパイダーが2台、そして最終的に1,400PS
のターボエンジンを搭載するに至ったCan-AMおよびインターセリエ用のスパイダーが19台です。
1970年と1971年のル・マン優勝車、および917/30スパイダーを含む特に貴重な7台の917は、現
在、シュトゥットガルト ツッフェンハウゼンに新しくオープンしたポルシェ ミュージアムに展示
されている。  
 

図10･1 シュトゥットガルト ツッフェンハウゼンにあるポルシェ ミュージアムに展示される1971年ル・マン優勝車 マ
ルティーニ917K

 
（ポルシェジャパン プレスリリース）



39年間破られなかった記録

図11･1 ポルシェ917K 22号車の24時間走行記録はその後39年間、2010年のル・マンまでつづいた。

 
 
翌71年もフェラーリ512Mの挑戦を退けたポルシェ917が圧勝している。 

 
H.マルコ／G.バン・レネップのポルシェ917Kが平均時速222.304km/h で5,335.313kmを走破。スピ
ードを落とすためのコース改修もあり、この記録は実にその後のルマン24時間レースの39年間、
破られなかった。



伝説を創ったくるま

図12･1 歴史上もっとも偉大なレーシングカーと専門家が評価するポルシェ917

今日に至るまで、917は伝説的な名声を得ているレーシングマシンである。  
 
イギリスの有名専門誌「モータースポーツ」の企画により、世界のモータースポーツの専門家50
人が「歴史上もっとも偉大なレーシングカー」に917を選んだのも当然のことと言える。 
 
ポルシェ917の総生産台数は65台で、このうちショートテールおよびロングテールクーペが44台、
PAスパイダーが2台、そして最終的に1,400PSのターボエンジンを搭載するに至ったCan-AMおよび
インターセリエ用のスパイダーが19台です。1970年と1971年のル・マン優勝車、および917/30ス
パイダーを含む特に重要な7台の917は、現在、シュトゥットガルト ツッフェンハウゼンに新しく
オープンしたポルシェ ミュージアムに展示されている。

 
 
（ポルシェジャパン プレスリリース）
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